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＜編集後記＞今年は台風が幾つもいくつ
も日本列島を縦断し、 各地域が甚大な
被害を被りました。 「天高く ・ ・ 」 といわ
れる秋晴れの空が恋しいです。 美しい空
は見ているだけで癒されます。 被害にあ
われた方もそうでない方も一緒に空を見
上げ、 「明日からまた頑張ろう」 と思え
たらいいなとひとり妄想しています。 【セ】

コスモス新聞
平成28年 秋　第５4号

♪デイサービスのい ・ ち ・ に ・ ち♪
 毎年恒例となりました「夏祭り」が今年も 8月に 3日間にわた
りとり行われました。準備の段階から利用者さんたちも興味
津々の様子 ! 今回のゲームは「輪投げ」「金魚すくい」「千本引
きくじ」「缶たおし」です。それぞれの場所に目印ののぼりを
立て、縁日の雰囲気を盛り上げたところ皆さん童心にかえった
ように楽しんでくれました。
ゲーム後は特製飴入り氷あずきでクールダウン。最後にコスモ
ス揃いの半てんを着て、手作り！御輿を健康祈願をしながら担
ぎ、幕となりました。来年は御輿を改装予定（製作者談）なの
で完成を楽しみにしつつまた元気に夏祭りを盛り上げていきた
いと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　 【Ｈ．Ｙ】
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「
い
こ
い
の
間
・
コ
ス
モ
ス
」
「
コ
ス
モ
ス
ハ
ウ
ス
・
お
は
な
」

に
、
多
く
の
方
か
ら
沢
山
の
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
や
私
達
に
と
っ
て
、
大
変
有
難

く
心
温
ま
る
ご
支
援
で
す
。

こ
の
場
を
借
り
て
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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恒例の隅田川花火大会を見る会は、 一ヶ月位前から花火大会担

当係りが準備を始めます。 お天気を気にしながら何を食べたい

かな ・ ・何を作ろうか ・ ・ 焼きそば？枝豆も茹でる？等わいわ

いと相談し、 メニューを考えます。 当日スタッフ＆ボランテイア

さんは午後から提灯を出したり屋上を屋台風にレイアウトし、 準

備にてんやわんやです。 お酒もちょっぴり用意します。

ご縁がありコスモスの仲間となったいろいろな方と集えた花火、

今年も大成功でした。 また来年も楽しみにしていてくださいね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【Ｕ．Ｋ】

　　　　　　　　　　　　　　　

はじめまして。2016 年 5 月 23 日
よりデイサービスの調理でお世話
になっています。月～木迄働かせ
ていただいていることに感謝して
おります。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　【Ｉ．Ｆ】 

隅田川花火大会を見る会の
裏方たより

学生さんに囲まれ満面の笑み！！

農場の一角が素敵なスタンドバーに変身

そろそろ上がってくるかな～
た～まや～♪

明るいうちからビールのも～♪

夏の夕方の屋上も
気持ちがいいですね！みなさん楽しんでますかー？？

ごはんも美味しいです！！

農ジョー通信

また、何と植えてもいないのにスイ

カができ、びっくり！誰かがスイカ

を食べてその種をペッと飛ばして、

それがいつの間にか根付いたのかな

…。ちょっと小粒でしたが、意外な

プレゼントに感謝しつつ、みんなで

少しずついただきました。

コ
ス
モ
ス
に
出
戻
っ
て
も
う
す
ぐ
一
年
。
こ
の
一
年
の

間
に
い
ろ
ん
な
方
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
一
方
で
、
時
に
は
悲
し
い
別
れ
も
あ
り
ま
す
。

少
し
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
Ｓ
さ
ん
も
そ
の
お
一
人
で

す
。

Ｓ
さ
ん
は
、
山
谷
の
有
名
人
で
し
た
。
で
も
、
飾

ら
な
い
気
さ
く
な
方
で
し
た
。

体
調
を
崩
す
少
し
前
、
こ
け
て
い
た
頬
が
少
し
ふ
っ

く
ら
と
し
、
「
も
う
、
引
退
だ
よ
」
と
言
い
つ
つ
も
、

下
駄
を
履
い
て
歩
く
練
習
や
、
セ
リ
フ
を
覚
え
た

り
・
・
・
と
、
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る
の
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
か
、Ｓ
さ
ん
の
出
演
す
る

お
芝
居
な
ど
を
見
に
行
き
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

花
見
で
は
、
三
味
線
の
音
色
に
合
わ
せ
て
踊
り
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
歌
を
歌
う
こ
と
や
踊
り

な
ど
、
周
り
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
好
き
な
の
だ
な

あ
～
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
時
、
「
手
記
を
出
し
た
よ
」
と
、
製
本
さ
れ
た

Ｓ
さ
ん
の
手
記
を
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
手
記

に
は
、
今
ま
で
の
Ｓ
さ
ん
の
生
き
ざ
ま
や
思
い
、
感

情
な
ど
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

い
つ
も
多
く
を
語
ら
な
い
Ｓ
さ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
手

記
を
読
ん
で
、Ｓ
さ
ん
の
思
い
に
少
し
近
づ
け
た
気

が
し
ま
し
た
。

Ｓ
さ
ん
に
は
多
く
の
友
達
が
い
て
、
病
床
に
た
く
さ

ん
の
友
達
が
お
見
舞
い
に
来
て
い
ま
し
た
。
そ
の
友

達
か
ら
昔
の
話
を
聞
き
、
い
ろ
ん
な
才
能
を
持
っ
た
、

み
ん
な
か
ら
慕
わ
れ
る
す
ご
い
人
だ
な
あ
～
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。

Ｓ
さ
ん
と
出
会
え
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
い

ろ
い
ろ
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
Ｏ
．Ｋ
】

今年の夏は、トマト、ピーマン、

なすがたくさん収穫でき、入居

者の皆さん、スタッフでおいし

くいただきました。これからさ

つま芋、楽しみです。

  【Ｔ．Ｊ】

利
用
者
の
Ｔ
・
Ｓ
様
よ
り
投
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
俳
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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か
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希
望
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種
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利
用
者
様
か
ら
の
投
稿

↓T.S さんの作品



今年の「ふるさと夏祭り」は、8月 20 日、21 日に予定されていました。ちょう

どブラジル・リオオリンピックのまっただ中。20 日の午前は、日本男子 400ｍリ

レーで銀メダルをとり、日本中が歓喜に包まれる中、窓の外は大豪雨でした。

20 日は中止の知らせが届き、翌日 21 日に開催となりました。日中から快晴で気

温も高く、夕方になっても、蒸し暑い日でしたが、お祭りは大賑わい。舞台の催

しも屋台もコスモス散髪も大盛況で、みんな思い思いに楽しんでいました。

お祭りの後片付けや人の搬送は、いつも大変なもの…でも、今年も頼もしい助っ

人が手伝ってくれました。汗まみれになりながら、大きなテントを畳んだり、荷

物を運んだり、利用者さんをトイレに連れて行ったり。お陰でみんな笑顔で、楽

しめました。ありがとうございました。　　　　　　　　　　　　　　　【Ｏ．Ｍ】

通信

ケ
ア
マ
ネ
の

現
場
か
ら

住
民
票
を
移
さ
ず
本
来
の
住
所
を
残
し
た
ま
ま

台
東
区
に
住
ん
で
い
る
人
。
介
護
認
定
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
保
険
者
が
遠
方
の
為
、
調
査

員
が
出
向
く
の
が
困
難
な
背
景
か
ら
最
寄
り
の

調
査
員
に
認
定
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
調
査
を
「
区
外
調
査
」
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
依
頼
が
コ
ス
モ
ス
に
も
時
々
来
ま
す
。

今
ま
で
住
ん
で
い
た
場
所
に
は
独
り
で
は
暮
ら

せ
な
く
な
っ
た
の
で
、
新
し
い
場
所
（
台
東
区
）

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
人
の
調
査
が
多

く
そ
の
為
、
調
査
先
が
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住

宅
や
施
設
、
病
院
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
。

先
日
、
浅
草
方
面
に
あ
る
高
齢
者
住
宅
へ
調
査

に
行
っ
た
時
、
会
話
の
中
で
以
前
住
ん
で
い
た

街
の
様
子
を
懐
か
し
く
話
す
女
性
が
い
ま
し
た
。

思
い
出
の
場
所
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
私
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。

「
こ
こ
に
暮
ら
し
て
い
か
が
で
す
か
？
」
と
尋
ね

る
と
「
住
む
と
こ
ろ
が
変
る
の
は
い
い
け
ど
、

以
前
会
っ
て
い
た
人
と
会
え
な
く
な
る
の
が
嫌

だ
ね
」
と
し
み
じ
み
話
し
て
い
ま
し
た
。

帰
り
道
、
観
光
客
を
縫
っ
て
自
転
車
を
こ
い
で

い
る
と
賑
や
か
な
街
と
は
対
照
的
に
人
の
繋
が

り
も
生
活
を
支
え
る
環
境
の
ひ
と
つ
な
の
か
も

知
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　【
Ｏ
．Ｈ
】

　山谷夏祭り 2016

我が家の ★
　　 ペット自慢

ウチの娘二人 （匹） を紹介致します！

三毛の 「まこ」 と薄い茶トラの 「めぐ」 で姉妹です。

2 匹は里親の会から引き取りました。 最初は実家で犬 2

匹と猫 5 匹と人間で賑やかに暮らしていましたが、 引っ越

す際に 2 匹だけ連れてきました！いつも癒してくれる大切

な家族です。

まこちゃん
めぐちゃん

　　　【Ｔ．Ｉ】

9月 23日金曜日、 永寿総合病院にて、 「看護

地域連携の会」 が行われました。

－認知機能の低下があり、 家族の介護力が不十

分と予測される患者への退院調整と在宅支援－と

いうことで、永寿病院緩和ケア病棟看護師と共に、

コスモスの塚本看護師が発表しました。 病棟の緩

和ケア認定看護師と在宅の訪問看護認定看護師、

そして、 フットワーク抜群のケアマネージャー。 ま

さに、 プロフェッショナルチームで支えた事例でし

た。私達も学びにあやかり、日々精進いたします！

　　　　　　　　　　　　　　　　　[新聞部]

熊
本
震
災
支
援
を
終
え
て

　

五
月
三
〇
日
か
ら
七
月
三
〇
日
ま
で
の
二
か
月
間
、

熊
本
の
益
城
町
総
合
体
育
館
に
て
夜
間
健
康
相
談
を
行

い
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス
か
ら
も
十
五
名
の
ス
タ
ッ
フ
が

交
代
で
熊
本
に
行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

避
難
所
の
状
況
は
、
日
々
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
ま

す
。
看
護
師
一
人
一
人
、
今
自
分
に
で
き
る
事
は
何

か
・
・
・
そ
し
て
、
そ
れ
を
す
る
べ
き
な
の
か
、
し
な

い
べ
き
な
の
か
・
・
・
。
多
く
の
葛
藤
を
抱
え
な
が
ら

の
活
動
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
避
難
所
で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
か

ら
「
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
あ
り
が
と
う
」、「
遅
く
ま
で
大

変
だ
ね
」
な
ど
、
本
当
に
温
か
い
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
き
、
何
か
で
き
る
事
は
な
い
か
、
と
行
っ
た
つ
も
り

が
私
達
の
方
が
励
ま
さ
れ
、
力
付
け
ら
れ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
相
談
業
務
の
間
に
は
周
辺
地
域

を
訪
れ
る
機
会
も
あ
り
、
熊
本
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
。

今
回
の
活
動
で
得
た
教
訓
を
胸
に
焼
き
付
け
、
学
び
を

深
め
、
コ
ス
モ
ス
は
こ
れ
か
ら
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
こ

ろ
に
出
向
い
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
し
た
方
々
は
、
ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
で
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
つ
つ
、私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
形
で
、
こ
れ
か
ら
も
熊
本
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

【
Ｗ
．Ｒ
】

コスモスの種を蒔こう

９月から、コスモスアパート「ゆい」の住

人になった飯田一幸さん。川崎生まれです

が、上野や赤羽など色々な土地を渡り歩き、

隅田川医療相談会、きぼうのいえなど、様々

な方達とのご縁に助けられ、コスモスアパー

トにたどり着きました。今後「ゆい」で、

穏やかにお過ごし出来るよう、願うばかり

です。コスモスデイの前に座り、煙草を吸

うのが大好きな飯〇さん。皆さん、飯〇さ

んをお見かけしたら、気軽に声をかけてあ

けて下さい。　　　　　　　　　  【Ｎ．Ｔ】

コスモス
　アパートだより

今回のＮＰＯ学習会は、看護師でヨガインストラクターの

伊〇美〇子さんをお迎えして皆でヨガを体験しました。

日頃、目の前のことに必死で自分と向き合う時間を取れて

いないこと、多いのではないでしょうか？相手を大切に思

うのと同じくらい、自分も大切に。逆に言えば、自分を大

切にしてこそ、相手のことも大切にできる。お話を聞いた

あとのヨガでは、あちらこちらから「イテテテテ・・・・」

と聞こえてきましたが、翌日は、「昨日はよく眠れました！」

という声も。

体の動き一つ一つを意識しながら、

ゆっくりと自分と向き合う時間でした。

【Ｗ】

Yoga を通して

　自分と仲良くなろう♪

花咲かじいさん、天国へ。

ひまわりのような笑顔の佐〇さんは、おはなのムードメーカー。

少ないお小遣いから季節ごとに植木をプレゼントしてくれ、おはなを彩ってくれました。

ついたあだ名は花咲かじいさん。 今年の夏は朝顔が 3階まで伸び、色とりどりの花がみなの眼を楽しませてくれました。

お別れにはたくさんの方がかけつけて見送って下さいました。

いつものシャツにいつものサスペンダーをつけ、帽子をかぶればいつもの佐〇さん。

最年長者の〇川さんが「良いところへ行ってください」と声をかけます。

行ってらっしゃい、佐〇さん。天国で綺麗な花を咲かせてね。

そして、おはな高齢化にストップをかけてくれた新入居者の岡〇さん。

一見、強面ですがとても物腰の優しい方です。

簡単な自己紹介

〇生まれ：群馬県前橋市 〇趣味：ビデオ鑑賞（ドラマ、映画、アニメ、いろいろ）

〇おはなの印象：やすらぐ・ごはんがおいしい 〇これからの目標：もっと歩けるようになりたい！

岡〇さんらしい暮らしができるように、お手伝いしていきますのでよろしくお願いします。【Ｙ．Ｔ】

佐〇さん

ありがとう

ようこそ

岡〇さん
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